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令和８年(2026年)３月26日（木）
北海道保健福祉部地域医療推進局地域医療課

資料２

小児等在宅医療連携拠点事業の
実施状況等について
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１ 小児等の在宅医療に関する理解の促進に係る普及啓発
２ 小児等の在宅医療に関する研修の実施等による受入可能な医療機関・訪問看護
事業所の拡大、専門医療機関とのネットワークの構築
３ 地域拠点事業への支援

■ 全道単位（全道事業）：平成２７年から実施

在宅医療を必要とする小児等に必要なサービスが提供され、福祉や教育などとも
連携し、地域で在宅療養を支える体制を構築

１ 関係者の連携強化に向けた取組
（関係者の意見交換会の開催・地域の社会資源を整理の上周知）

２ 患者・家族への相談・助言（ピアサポートの実施等）

■ 地域単位（地域拠点事業）：平成３０年から実施

■ 目 的

小児在宅の提供体制の構築に向けた取組

「小児等在宅医療連携拠点事業」の実施
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メニュー 補助先 補助対象経費等 補助率 補助上限

全道事業
・医療機関

・指定訪問
看護事業者

・郡市医師会

・市町村

・福祉サービ
ス
等を実施して
いる法人

(1)～(3)の事業を行うに当たっての次に掲げる経費
・講習会開催や啓発資材等に要する事務経費
（医療以外の福祉・教育等の関係者も参加し開催可能）
・医師や事務職員等の人件費

(1)講演会の開催やパンフレットの配布等、一般住民向け普及啓発

(2)医療従事者向け同行研修等人材育成

(3)地域拠点事業実施事業者等への支援

※(1)～(3)全ての事業を実施すること

10/10

［年額］
8,033千円
※開始時期、
取組実績に
より異なる。

地域拠点
事業

(1)及び(2)の事業を行うに当たっての次に掲げる経費
・講習会開催や啓発資材等に要する事務経費
（医療以外の福祉・教育等の関係者も参加し開催可能）

・医師や事務職員等の人件費

(1)意見交換会の開催や、地域資源の情報収集・発信等関係強化

(2)相談窓口の設置やピアサポートの場の提供など、小児等の患
者・家族に対する相談支援

※(1)及び(2)両方の事業を実施すること

10/10

［年額］
1,372千円
※開始時期、
取組実績に
より異なる。

※ 補助の条件＝市町村や道が実施する在宅医療関連施策に協力し、地域における在宅医療サービスの充実に努めること。
（市町村に対し、協力機関として情報提供します。）

小児等在宅医療拠点事業について
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２ 地域拠点事業について

小児等在宅医療連携拠点事業の実施状況等

１ 全道事業について
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１ 小児等の在宅医療に関する理解の促進に係る普及啓発活動

■巡回写真展「みんなとくべつなひとり」

開催場所 ・札幌市立鉄北小学校（９月）他、要望に応じて随時開催 等

展示内容

・医療的ケア児・者の日常写真
・医療的ケア児の取り巻く環境について示した掲示物
・高校生企画/編集のインタビュー動画
・来場者による感想展示コーナー
・絵本「ぼくのおとうとは機械の鼻」 等

■第８回 そこからつながる音楽ライブ

開催日時 令和７年５月24日（土）14:00～16:30

開催場所 札幌市社会福祉総合センター４階 大研修室

開催内容

「障がいのある人もない人も、老若男女みんなごちゃまぜで楽しもう！」のコンセプトのもと、様々な人た
ちがつながるきっかけとなるよう、
また、自由に音楽を楽しむことができるよう、バリアフリーの会場で
音楽ライブを開催
（主催：そこからつながる実行委員会／協力：医療法人稲生会）

令和７年度（2025年度）取組状況【医療法人稲生会(全道)①】
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１ 小児等の在宅医療に関する理解の促進に係る普及啓発活動

■第９回 いっしょにね！文化祭

開催日時 令和７年10月４日（土）12:00～16:00

開催場所 北翔大学札幌円山キャンパス ポルトホール

開催内容
障がいのある人もない人も一緒に参加する生涯学習発表の場（互いの日々の研鑽の成果を発表し合う場）と
して開催。ダンス・歌・バンド演奏等のステージ発表、絵画・工芸品などの作品展示を実施

■パンフレット・実績報告書・ホームページによる普及啓発活動

実施内容
パンフレットや実績報告書を配布することで北海道における小児等在宅医療の展開に関する理解の促進を図
る（当該事業ウェブサイト (YeLL)を用いて関係事業所へ配布）

令和７年度（2025年度）取組状況【医療法人稲生会(全道)②】

■DVD「いっしょがいいね（保育／小学校編）」の制作・配布による周知活動

活動内容

・平成29年度に、町を挙げて医療的ケア児の保育所受け入れに取り組んだ蘭越町を取り上げてDVDを制
作し、これまで、道内自治体や要請のあった道外の関係機関等へ送付し、普及啓発を実施

・令和６年度は、人工呼吸器を必要とする医療的ケア児が、地域の小学校に通えるようになった札幌市
の取組を追加し、「保育所編」と「小学校編」を１枚のDVDとして編集し、道内の全市町村へ配布
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２ 受入機関の拡大

■第３回YeLL実践研究会

開催日時 令和７年８月９日（土）13:30～18:00

開催場所 北海道立道民活動センターかでる２・７／オンデマンド配信（一部のみ）

開催内容

［シンポジウム］
医療的ケア児の『自立』を考えるをテーマとし、自立生活当事者とともに支援のあり方等を確認

［一般演題］
医療的ケアに関する地域における優れた実践を共有

■小児在宅医療の基盤を構築するうえでの後方支援

目 的
・苫小牧市：5月 ・北見市：6月
・岩見沢市：6月 ・室蘭市：11月 ※その他随時相談に応じて実施

購入品目
MW77 医療的ケア児モデル”JANA
※気管切開部のケア、胃瘻ケア、経管栄養・吸引カテーテルの挿入、胸骨圧迫、BVMによる換気、BLS評価
が実施できるもの

令和７年度（2025年度）取組状況【医療法人稲生会(全道)③】
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３ 地域拠点事業（圏域）実施事業者等への支援

■ご家族向けの在宅移行支援ガイドブック(地方版)の制作・配布

活動内容

医療的ケア児の在宅生活を始める上で家族に必要となる情報を整理したガイドブックを制作し、支援
に携わる関係機関や家族へ配布して情報提供するもの。今年度は下記圏域の拠点事業者と連携し、市
町のガイドブックを作成する予定。
・江別版ガイドブック（道央圏域）

■地域拠点事業に係る後方支援・相談受付

活動内容
・十勝圏域（帯広市、鹿追町）：４月、８月
・南渡島圏域（函館市） ：８月
・旭川圏域（旭川市） ：10月

令和７年度（2025年度）取組状況【医療法人稲生会(全道)⑤】
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